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本日、令和 2年第 2回定例会の開会にあたり、これまでの主な行

政事項について、その概要をご報告申し上げます。

はじめに

はじめに、新型コロナウイルス感染症の対策について申し上げま

す。

新型コロナウイルス感染症については、本年 1月 16 日に国内で 1

例目の感染者が確認されて以降、全国各地に感染が広がり、現在も

国や都道府県、各自治体において感染予防対策が取り組まれていま

す。

新型コロナウイルス感染症で尊い命を失われた皆様に心からご冥

福をお祈り申し上げますとともに、罹患された皆様にお見舞いを申

し上げます。

国においては、5月 25 日に緊急事態宣言を全面解除しました。ま

た、北海道においては、石狩振興局管内以外の地域の遊興施設及び

運動・遊技施設の一部を除き、休業・休止要請を解除しました。

本市においては、感染者の発生は確認しておりませんが、2月 25

日に名寄市新型コロナウイルス感染症に関する対策本部を設置して

感染予防対策に取り組んでいます。現在は、3つの密の回避をはじめ

感染予防に留意しながら、公共施設の臨時休館を段階的に解除して
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います。また、経済対策をはじめとした各種支援を実施しています。

市内小中学校については、5月 17 日まで臨時休校となり、18 日か

ら分散登校を行い、25 日からは給食を再開しています。6月 1日か

らは、臨時休校を解除し再開する予定です。

また、「名寄市特別定額給付金」については、昨日までに、11,995

世帯の申請を受付し、順次指定された口座に振り込んでいます。

今後は、未申請者へ申請手続きを行うよう促してまいります。

新型コロナウイルス感染症の対策については、先行きが見通せな

い状況ですが、市民の皆様の健康と市内の経済を守るため、市民や

議員の皆様、各団体や企業などのご理解とご協力のもと、各種対策

に取り組んでまいります。

令和元年度の決算概要

次に、企業会計を除いた令和元年度各会計決算の概要について申

し上げます。

一般会計の実質収支は、繰越しすべき財源を除いて、概ね4億円と

なる見込みです。

歳入では、市税や地方交付税の増により、それぞれ当初の予算額

を上回ったこと、歳出では、各費目における執行額の減が主な要因

です。
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特別会計については、国民健康保険特別会計の保険勘定で、

概ね3,300万円、介護保険特別会計の保険事業勘定で、概ね

6,200万円の実質収支となる見込みです。いずれも歳出での保

険給付費の減が主な要因です。

令和2年度から地方公営企業会計へ移行した、下水道事業特

別会計と個別排水処理施設整備事業特別会計は、3月31日付け

で打ち切り決算となり、それぞれ、約2,500万円、約600万円

の実質収支となりました。これら剰余金は、移行した下水道事業

会計へ引き継ぎました。

なお、そのほかの特別会計については、一般会計繰入金で調整し

ますので、収支同額となる見込みです。

次に、基金の状況について申し上げます。

一般会計における5月末現在の基金残高は、約84億4,500万円とな

る見込みです。

主な基金の残高として、財政調整基金約20億9,000万円、減

債基金約22億4,300万円、公共施設整備基金約12億7,500万円、

合併特例振興基金約12億3,100万円となっています。

このほか、特別会計で、国民健康保険支払準備金基金約

8,700万円、介護給付費準備基金約2億4,000万円、名寄市立大学振興

基金約8億2,200万円となる見込みです。
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これらの基金については、今後も、有効かつ適切に活用し、健全

な財政運営に取り組んでまいります。

“市民と行政との協働によるまちづくり”

市民主体のまちづくりの推進

次に、総合計画及び地方創生について申し上げます。

総合計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略の策定、進行管理

などを行う名寄市総合計画審議会委員の任期が昨年度末で満了した

ことに伴い、令和 2年度第 1回総合計画審議会を開催し、委員 30 人

に委嘱を行うとともに、地方創生推進交付金を活用した「地域資源

を活用したスポーツ×交流イノベーションプロジェクト」の検証を

行いました。

また、国においては、地方創生のさらなる充実・強化に向けて、

地方への資金の流れを飛躍的に高める観点から、企業版ふるさと納

税について、税の軽減効果を最大 9割に拡大するとともに、地方版

総合戦略の抜粋や転記による地域再生計画の認定申請を可能とする

など、手続きの簡素化が図られたところです。

本市におきましては、名寄市まち・ひと・しごと創生総合戦略改

訂に併せて、企業版ふるさと納税の活用が可能となる地域再生計画

の申請手続きを行い、3月 31 日付けで認定を受けたことから、企業
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の寄付を活用した個別事業を検討するとともに、地方創生推進交付

金活用事業を着実に推進し、地方創生の取組を深化させてまいりま

す。

次に、広報事業について申し上げます。

前回の発刊から3年が経過した「名寄市暮らしのガイド」について、

内容を更新し新たに発刊しました。これまで掲載していた行政手続

きに関する情報に加えて、観光や年間イベントのスケジュール、特

産物、公共施設の情報や総合計画をはじめとする市政情報など、数

多くの情報を追加掲載しました。3月中旬から4月上旬にかけて市民

の皆様に配布したほか、転入される方々には、転入手続き時にお渡

ししてまいります。

また、「広報なよろ」については、昨年12月号から、誰もが読み

やすく誤読を防げるよう配慮・工夫した書体である「ユニバーサル

デザインフォント」を使用して編集しています。今後も市民の皆様

にとって見やすく読みやすい広報誌となるよう努めてまいります。

交流活動の推進

次に、交流活動の推進について申し上げます。

山形県鶴岡市との交流事業については、名寄・藤島交流友の会に
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おいて、お互いの地域の農産物を通じた学校給食食材交流や特産品

交流など、本年度実施する相互交流事業について確認しました。

東京都杉並区との交流事業については、都市交流実行委員会にお

いて、杉並区への特産品販売や四季を通じた名寄の魅力を紹介する

写真展、ヒマワリを通じた本市のＰＲ事業など、幅広い分野で交流

を図ることを確認しました。

姉妹都市カナダ国カワーサレイクス市リンゼイとの交流事業につ

いては、クリスマスカードの交換のほか、50周年記念事業の成果を

活かした事業の検討などが、また、友好都市ロシア連邦ドーリンス

ク市との交流事業については、市民を対象としたロシア文化の紹介

などが、それぞれの友好委員会で検討することとなりました。

台湾との交流事業については、名寄日台親善協会において、人的

交流事業に代わる、インターネットを活用した事業などを検討する

こととなりました。

なお、国内外で猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の影響に

より、例年 6月上旬に杉並区で開催している「アスパラまつり」や、

7 月下旬から 9 月下旬にかけて実施予定であったリンゼイへの市内

高校生の派遣など、交流事業の実施を見送らざるを得ない取組も増

えていますが、代替事業の検討や事態収束後の事業実施について、

引き続き、交流先や市民団体などと協議してまいります。
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次に、移住・定住について申し上げます。

官民連携の組織である「名寄市移住促進協議会」では、本年度の

主な事業として、移住に向けたＰＲ動画制作を行い情報発信の強化

を図っていくほか、移住を希望する方のニーズに応じた移住体験な

どのツアーを新たに実施してまいります。

また、名寄市まちなかお試し移住住宅については、さらなる交流・

関係人口の創出・拡大にもつなげられるよう進め、併せて移住・定

住の推進に取り組んでまいります。

広域行政の推進

次に、広域行政の推進について申し上げます。

天塩川周辺 10 市町村で構成する「テッシ･オ･ペッ賑わい創出協議

会」の第 1回協議会を 5月 22 日に書面で開催しました。

「テッシ武四郎カード」の配布については、新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため、国が発出した緊急事態宣言の期間中は、一

部の市町村で休止しました。

本年度の事業については、新型コロナウイルス感染症の拡大が収

束次第、地域住民を対象に天塩川の知識を深めるワークショップを

予定しています。関係自治体及び機関と連携しながら、地域住民自
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らが地域の貴重な資源である天塩川の魅力を発見し、情報発信する

取組を通じて、「天塩川」のブランディングを図ってまいります。

“市民みんなが安心して健やかに暮らせるまちづくり”

健康の保持増進

次に、健康の保持増進について申し上げます。

母子保健事業の一環として、本年 3月から保健センターにおいて

子育て世代包括支援センター事業を開始しました。この事業は、妊

娠期からの様々な悩みなどにきめ細やかに対応するためのワンスト

ップの窓口であるほか、保健師などが専門的な見地から相談支援を

行うことによる、母子保健や子育て支援サービスの一体的な提供を

通じて、子ども・妊産婦及びその家族に対して切れ目ない包括的な

支援を行う場として活用していただいています。

また、令和 2年 4 月 1 日生まれからの新生児を対象に、新生児聴

覚検査費用の助成を開始しました。新生児に対する聴覚検査は、先

天性聴覚障がいを早期に発見し、聴覚障がいによる音声言語発達な

どへの影響を最小限に抑えることを目的とするものです。

妊婦の方へのマスク配布については、国からの布マスクの配布が

見合わせられていることや、妊娠中に使用できる薬も限られること

から、本市において不織布マスクを調達し、1人 15 枚を上限として
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妊娠週数に応じた枚数を、妊婦の方 102 人に対して 5月 12 日に郵送

したところです。

今後におきましても、当面の間、母子健康手帳の交付に併せてマ

スク配布を継続してまいります。

これらの事業を通じて、妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない

支援体制の充実を図り、安心して子どもを産み育てることができる

まちづくりを進めてまいります。

地域医療の充実

次に、病院事業について申し上げます。

市立総合病院における令和元年度の運営概要については、取扱い

患者数が入院で 9万 8,183 人、外来で 22 万 6,707 人となり、前年度

と比較し、入院で 469 人の減少、外来では 2,282 人の減少となりま

した。

収支については、病院事業収益で 98億 3,420 万円、病院事業費用

で 98億 5,858 万円となり、差引き 2,438 万円の単年度純損失を計上

しての決算となりました。

また、本年度の診療体制については、診療科 22 科に医師 67 人と

研修医 9人の合計 76 人を配置、このほか医療技術・看護スタッフ 405

人の体制となりました。
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今後も、道北第 3次保健医療福祉圏の地方センター病院として、

医療スタッフの人材確保に努め、新たな地域医療の枠組みと「新名

寄市病院事業改革プラン」の趣旨に沿った経営の改善を図るととも

に、医療の質向上と安全性の確保に、より一層努力してまいります。

次に、名寄東病院について申し上げます。

患者取扱状況は、入院患者数が延べ 2万 6,940 人で前年比 78 人の

減となり、外来患者数では延べ 5,698 人で前年比 241 人の増となり

ました。

また、収支状況では、事業収益は 6億 3,671 万円で前年比 836 万

円の減、事業費用は 6億 2,927 万円で前年比 1,576 万円の減となり、

事業収支は 744 万円の純利益となりました。

今後も地域に根付いた医療機関としての役割を担うために、指定

管理者である上川北部医師会と連携してまいります。

子育て支援の推進

次に、子育て支援の推進について申し上げます。

公立保育所等整備については、基本設計を実施するため標準型プ

ロポーザル方式により業者の選定を行っています。業者選定後にお

いては、安心して子どもを預けることができるよう保育環境をさら
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に充実し、市民に喜ばれる保育所をつくるために調査・研究しなが

ら、基本設計の中で具体的な検討を進めてまいります。

地域子育て支援センター「ひまわりらんど」については、より利

用しやすい施設となるよう、本年度から 2階の一部を飲食も可能な

スペースとして昼休み時間に開放しています。今後も、利用者の声

を反映しながら運営してまいります。

「子育て世帯への臨時特別給付金」については、新型コロナウイ

ルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活を支援する取組の

一つとして、特例給付の支給を受ける方を除く、令和 2年 4 月分の

児童手当を受給する世帯に対し、児童 1人につき 1万円の臨時特別

給付金を支給するものです。支給については、6月の児童手当支給に

併せて行ってまいります。また、公務員の支給対象者については、

申請の受付を行い随時支給してまいります。

今後も、関係機関と連携しながら子育て支援の充実を図ってまい

ります。

高齢者施策の推進

次に、高齢者施策の推進について申し上げます。

介護サービスの提供については、例年実施している「集団指導」

を居宅介護支援事業所をはじめ介護サービス事業所などを対象に実
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施する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、書

面による指導に切り替えて実施しました。

今回は、これまで以上に具体的で詳細な内容を通知し、各事業所

において適正な業務や運営管理が行われるよう指導や支援を行って

きました。

今後も、市民、介護サービス利用者の皆様が安心して適切なサー

ビスが受けられるよう、介護人材の確保や介護職員の資質向上を図

るとともに、介護サービス事業所をはじめ関係する皆様と連携して

取り組んでまいります。

障がい者福祉の推進

次に、障がい者福祉の推進について申し上げます。

障がいの相談支援については、本年 4月から名寄市基幹相談支援

センターを設置し、近隣町村への相談支援を含め、相談業務の充実

を図っています。

また、本年度は「第 6期名寄市障がい福祉実施計画」策定の年に

あたることから、「第 8期高齢者保健医療福祉計画・介護保険事業計

画」策定と併せて、名寄市保健医療福祉推進協議会に計画策定にか

かる諮問をしたところです。

今後も、障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよ
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う、子どもから大人までの切れ目のない支援を図ってまいります。

“自然と調和した環境にやさしく快適で安全安心なまちづくり”

循環型社会の形成

次に、循環型社会の形成について申し上げます。

名寄地区衛生施設事務組合の炭化センターについては、老朽化の

課題を受けて、後継施設整備についての構成4市町村の合意が整った

ことから、同組合を中心に具体的な検討を進めてまいります。

また、今後の施設整備との関連を含め、平成24年度に同組合構成4

市町村で策定した「一般廃棄物処理広域化基本計画」の中間見直し

を行いました。

消防

次に、消防事業について申し上げます。

令和元年中の火災件数については、4件で前年比 5件の減となって

いますが、残念ながら死者が 1人発生しています。また、火災種別

では、建物火災が 2件、車両火災が 2件となっています。

救急出動件数については、1,089 件の出動で前年比 24 件の減とな

り、事故種別では、急病 773 件、一般負傷 135 件、交通事故 43 件、

転院搬送 79 件、そのほか 59 件となっています。
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救助出動件数については、41 件の出動で前年比 6件の増となり、

事故種別では、交通事故 16 件、機械 1件、そのほか 24 件となって

います。

今後も、専門化・高度化していく救急業務に迅速かつ的確に対応

すべく救急隊員の資質向上を図るとともに、ドクターヘリや市立総

合病院を拠点とするドクターカーとの連携を密にし、救命処置を必

要とする市民へ早期に救急医療を提供できる出動体制を構築してま

いります。

住宅防火対策の推進については、引き続き住宅用火災警報器の未

設置世帯への設置促進及び適切な維持管理の啓発に努めてまいりま

す。

また、老朽化が著しい風連消防団第 1分団の水槽付き消防ポンプ

自動車を、各種災害に対応できる最新鋭の車両に更新し、地域防災

力の強化を図ってまいります。

交通安全

次に、交通安全対策について申し上げます。

4月6日から15日までを「春の全国交通安全運動」として、交通安

全キャンペーンのほか、関係団体や地域住民による街頭啓発、早朝

パトロールやパトライト作戦を実施しました。
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住宅の整備

次に、住宅の整備について申し上げます。

風舞団地 1棟 8戸の長寿命化改善工事については、7月下旬に着工

し、11 月の完成に向けて工事を進めてまいります。

また、本年度から事業を開始する瑞生団地建替事業及び栄町 55 団

地改修事業については、過日、各団地の入居者へ事業概要などの説

明を行いました。引き続き、入居者へていねいな説明を行うととも

に、居住環境の向上を目指した設計を進めてまいります。

上水道の整備

次に、水道事業について申し上げます。

安定した給水を確保するための老朽管更新工事については、名寄

地区東 3条通と風連地区東大通線の 2路線については発注を終えて

おり、国道 40号の 2路線については 6月に入札予定としています。

計量法に基づく水道量水器取替工事については、対象量水器 1,900

台を 5工区に分けて発注しています。

また、有収水量向上に向けた漏水調査業務は 4月に着手していま

す。
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下水道・個別排水の整備

次に、下水道・個別排水事業について申し上げます。

平成 28 年度から整備を進めていた、下水道・個別排水事業の地方

公営企業法の適用については、本年 3月 31 日に特別会計の決算を打

ち切り、4月 1日から公営企業会計に移行し事業を進めています。

老朽化した施設の改築工事については、公共下水道ストックマネ

ジメント計画に基づき、名寄下水終末処理場における機械設備、電

気設備の機器更新については 6月上旬、下水道管渠の更新工事の発

注は 7月上旬に予定しています。

また、公共桝取替工事は 2工区に分けて進めてまいります。

道路の整備

次に、道路の整備について申し上げます。

昨年度からの継続路線では、社会資本整備総合交付金を活用し、

北 1丁目通、豊栄西 12 条仲通、南 3丁目通及び徳田 18 線緑丘連絡

線の改良舗装工事を進めてまいります。

また、本市単独費による整備路線については、新規で東 5号線の

舗装改築工事を 6月に入札予定としています。

次に、橋梁整備について申し上げます。
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本年度は、東橋の修繕工事を進めていくとともに、近接目視点検
あずまばし

と橋梁長寿命化修繕計画策定業務について、それぞれ 6月に入札予

定としています。

次に、除排雪について申し上げます。

この冬の除雪状況については、3月末までの降雪量が 615 センチメ

ートル、最大積雪深は 70センチメートルとなり、過去 5カ年の平均
せきせつしん

との比較では、降雪量で 96 センチメートル、最大積雪深では 47 セ
せきせつしん

ンチメートル少なくなりました。

除雪作業については、市街地・郊外地区路線を合わせて 434 キロ

メートルにおいて実施し、出動日数は 172 日となり、降雪量の多か

った平成 29 年度と比較すると、名寄、風連の両地区で 71 日の減少

となりました。

排雪作業については、カット排雪を市街地生活路線において 1回、

積込運搬排雪を幹線道路及び通学路において 1 回から 3 回、交差点
つみこみ

排雪は 131 カ所において実施し、路線の維持・確保に努めてきたと

ころです。

また、排雪ダンプ助成事業の利用総台数は 1,360 台で、降雪量の

多かった平成29年度と比較すると約2割の利用となったところです。

この冬は、直近 5年間で最も積雪の少ない年でしたが、引き続き、
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効率的で効果的な除排雪体制の確立を目指し、除排雪のあり方につ

いて研究を進めるとともに、市道・私 道除排雪助成事業や排雪ダ
し ど う わたくしどう

ンプ助成事業の継続など、除排雪水準の維持、向上が図れるよう取

り組んでまいります。

地域公共交通

次に、地域公共交通について申し上げます。

昨年夏に沿線地域の活性化及び宗谷本線の運行収入増加に寄与し

た観光列車「風っこ そうや」号に引き続き、沿線地域の魅力を体

験していただく観光列車「花たび そうや」号が 5月 8日から 6月 7

日の間の金・土・日曜日、15 日間の日程で運行予定でしたが、新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により運転取り止めとなりました。

地域住民の利用促進や経費節減に一体となって取り組むことを目

的に策定された宗谷線アクションプラン 1年目の取組・進捗状況は、

90 パーセント以上が目標達成見込みとなり、取組の成果が発現して

きています。

また、経費削減に向けた取組としてＪＲ北海道から廃止提案を受

けた極端に利用の少ない 3つの無人駅については、地域住民と協議

を行い、通学利用が今後も見込まれる「日進駅」「智北駅」は存続、
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地域住民の利用が極めて少なく、代替交通手段が確保されている「北

星駅」は廃止とする判断をしたところです。

“地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづくり”

農業・農村の振興

次に、農業・農村の振興について申し上げます。

基盤整備については、道営事業の「風連東第2地区」「第3地区」

「ちえぶん地区」において、春の発注が終了し、整地工や暗渠排水

工事が実施されています。

また、水利施設整備事業については、9月以降の工事予定となって

います。

次に、主要農作物の生育状況などについて申し上げます。

この冬は、降雪量が少なく本年の融雪期は3月30日で平年より15日

早くなりました。このため農業用水の不足が心配されておりました

が、農業用ダムの早期貯水により、現在必要となる取水量が確保さ

れています。

5月15日現在、水稲の播種作業は順調に進み、生育については、平
は し ゅ

年よりやや遅く推移しています。

畑作物では、秋小麦・春小麦の生育は平年より早く推移し、大豆
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の播種作業はやや遅れていますが、てん菜・馬鈴薯については、
は し ゅ

播種・移植作業は平年並みで進んでいる状況です。
は し ゅ

次に、米政策について申し上げます。

令和2年産米の生産の目安については、うるち米1,618トン、もち
まい まい

米1万1,805トンとされ、全体で前年度より335トン増加しました。こ
ごめ

れに伴い、作付面積は、うるち米298ヘクタール、もち米2,174ヘク
まい ごめ

タールとなっています。

次に、農業振興センターについて申し上げます。

土壌診断事業では、令和元年度で1,839点の実績となり圃場の土壌

改良に活用されています。また、農業改良普及センターの協力をい

ただき、昨年の優良栽培事例と各作物の栽培技術などをまとめた「収

量・品質アップに向けたポイント集」を作成し、各生産者への情報

提供に取り組みました。

実証試験・展示事業では、労力やコストの削減を試験課題とする

水稲の密苗栽培試験や南瓜の品種比較試験の実施に向けて、試験・
みつなえ

展示圃場の移植作業を進めています。

次に、畜産振興について申し上げます。



- 21 -

作業負担の軽減と優良後継牛の育成を推進するためにＪＡ道北な

よろが取り組む「哺育・育成センター整備事業」については、4月16

日に着工し来年3月の完成が予定されており、引き続き支援に取り組

んでまいります。

次に、多様で持続可能な農業経営の促進について申し上げます。

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、中国からの外国人技

能実習生の受入が困難となりました。これに伴い不足する労働力を

補う対策として、新たにワーキングホリデーの活用などによる雇用

労働力の確保や、ＪＡ道北なよろによる援農が進められており、市

としても、6月上旬から援農に取り組んでまいります。

次に、有害鳥獣対策について申し上げます。

農業被害の防止については、名寄市有害鳥獣農業被害防止対策協

議会を中心としてエゾシカ駆除やアライグマ用の箱罠の貸し出しな

どを進めています。なお、エゾシカ駆除頭数については、4月1日か

ら駆除を開始し、4月30日現在で128頭となっています。

ヒグマ対策については、4月1日付けで「名寄市ヒグマ駆除隊員」

の委嘱を行い、19人の隊員に活動いただいています。

また、全国的な課題であるハンターの担い手育成のため、融雪前
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の3月下旬から約1カ月間「ヒグマ対策技術者育成事業」を実施しま

した。

今後も猟友会をはじめ関係機関・団体と連携しながら、被害防止

に取り組んでまいります。

森林保全と林業の振興

次に、森林保全と林業の振興について申し上げます。

本年度の森林整備に対する国の補助金は、要望額に対し 91パーセ

ントの内示額となりましたが、減額分の私 有 林整備については、
わたくしゆうりん

森林環境譲与税の活用による市独自事業として実施してまいります。

商工業の振興

次に、商工業の振興について申し上げます。

北海道が公表している令和 2年 1 月から 3 月までの地域別経済動

向調査によると、上川北部地域は、公共工事の減少、資材価格の増

加、人手不足、販路減少と地域景況は依然として厳しい状況です。

生産・消費動向については「低調」と判断され、さらには新型コ

ロナウイルス感染症の影響からスキー大会、行事の中止が相次ぎ、

宿泊・飲食業などにおいて大きな痛手となったことから、総合でも

「低調」と判断されています。
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「名寄市ずっと住まいる応援事業」については、実施初年度の令

和元年度の実績は 177 件で、補助金交付決定額 2,995 万円、改修に

要した総事業費は約 3億 148 万円となりました。また、加算の利用

実績は、移住者加算 5 件、空き家加算 2件となっており、本市の施

策と連動した制度として一定の効果が現れています。本年度からは

新たに「名寄市立地適正化計画」で定める「居住誘導区域」への誘

導を促進する加算を追加しています。本年度は、4月末時点で 32 件

の申請があり好調なスタートとなっています。

王子マテリア株式会社名寄工場の生産品集約については、緊急対

策本部が中心となり、影響を最小限にとどめるための取組の検討を

重ねてきました。

名寄工場の継続が難しい場合を想定し、新たな産業の創出も視野

に入れた考え方の整理を行い、「再生可能エネルギー」「物流・防災

拠点」「ＩｏＴ」を 3つの柱として協議を進めることとしました。

スピード感のある取組とするため、さらに民間活力を導入しなが

ら、具現化へ向けて進めてまいります。

新型コロナウイルス感染症に関する商工業の支援施策については、

「新型コロナウイルス感染症対策緊急資金」を創設し、新型コロナ

ウイルス感染症の影響を受けている市内中小企業者の資金繰り支援

を行っています。4月末時点で30件の申請があり、融資額で1億2,040
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万円、預託額で 6,020 万円となっています。

名寄商工会議所、風連商工会及び名寄市料飲店連合会が中心とな

って行う、市内飲食店で利用可能なプレミアム付き商品券事業につ

いては、新型コロナウイルス感染症に伴う、国の緊急事態宣言及び

北海道における緊急事態措置の期間が終了するまでは実施を見合わ

せておりましたが、5月 16 日から北海道の緊急事態措置が石狩総合

振興局管内以外において緩和されたことを受け、24 日から市民を優

先に販売が開始されました。

また、新型コロナウイルス感染症の影響により、売上が前年同月

比30パーセント以上減少した事業者に対して20万円を給付する「名

寄市事業継続支援給付金」は、5 月 8 日から申請受付を開始し、15

日から支給を始めています。

また、名寄商工会議所青年部が、新型コロナウイルスによる影響

下で厳しい状況にある市内飲食店の利用促進を図り、テイクアウト

できる飲食店を Facebook で紹介する取組と連動して、スタンプラリ

ーを企画するなど、民間独自の取組により地域経済を盛り上げよう

とする機運も見られます。

引き続き、国や道の施策、市の経済状況を注視しながら必要な対

策を講じてまいります。
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雇用の安定

次に、労働関係について申し上げます。

名寄公共職業安定所管内における本年 3月高卒者の新規就職状況

については、就職希望者 152 人全員が内定となり、就職内定率は前

年に引き続き 100 パーセントという結果になりました。

この背景には、新規高卒者に対する求人倍率が、北海道全体で 2.91

倍と前年同期比 0.07 ポイント上昇し、管内においても 4.45 倍と前

年比 0.65 ポイント上昇していることがあると考えられます。

また、道内における常用の有効求人倍率については、本年 3月期

の月間有効求人倍率は 1.09 倍で前年度比 0.10 ポイント低下し、管

内においては、1.31 倍で前年度比 0.32 ポイントの低下となっている

ものの、求職者に対し求人数が上回る状況は継続しています。

本市では、効果的な中小企業対策・雇用対策の実施を目指し、市

内企業における従業員の雇用状況を把握するため、2年毎に労働実態

調査を実施しており、本年度が調査年度となっています。

引き続き、ハローワークをはじめ、関係機関と連携し、新型コロ

ナウイルス感染症が雇用情勢に与える影響にも注視しつつ、雇用の

安定と促進に努めてまいります。

観光の振興
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次に、観光の振興について申し上げます。

名寄ピヤシリスキー場については、昨年度も市内外から多くの方

にご利用いただき、令和元年度のリフト輸送人員は 33 万 8878 人と

なりました。12 月の降雪不足によるオープンの遅れや新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のため、3月 4日から 19 日の 16 日間を臨時休

業としたことにより、営業日数が平年より 30 日ほど少ない 77 日と

なったことなどが影響し、前年度比83パーセントまで減少しました。

しかし、令和元年度シーズンについては、道内全体の降雪不足の影

響から、これまで見かけることが少なかった欧米系の外国人観光客

が訪れるなど、客層に変化が見られたことから、指定管理者と連携

しながら、市民の利用促進と満足度向上を図るとともに、本市の雪

質の良さを外国人観光客にもＰＲしてまいります。

また、なよろ温泉サンピラーについては、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、ＪＯＣジュニアオリンピックカップなどの各

種大会が中止されたことに伴い、大会関係者などの宿泊キャンセル

が相次ぎ、総利用者数 6万 9202 人、前年度比 89.69 パーセントと減

少しましたが、なよろ温泉サンピラーに宿泊してスキーをする「宿

泊パック」の利用が増加していることから今後もスキー場と連携し

た取組を実施してまいります。

道の駅「もち米の里☆なよろ」については、観光客などをはじめ
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市内外から多くの方に利用いただきましたが、新型コロナウイルス

感染症の影響により、令和元年度の利用者は延べ 43万 6,781 人、前

年度比 94 パーセントと減少しました。感染拡大防止のため、道の駅

での各種イベントは中止しましたが、レストランのテイクアウトや

駐車場までの配達サービスなど、感染拡大防止に努めた新規サービ

スをいち早く導入するなど、指定管理者と連携しながら、今後も利

用者の皆様に満足いただける施設となるよう、取り組んでまいりま

す。

次に、ひまわり観光について申し上げます。

市外からの人の流入が見込まれる「ひまわりまつり」は、新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止のため、本年度は中止としたところで

す。

しかしながら、市民の皆様には、ご自宅で名寄の夏の風物詩「ひ

まわり」を楽しんでいただけるように、5月 11 日からひまわりの種

を無料配布しているところです。市民による「ひまわりの街」景観

整備に向けて、機運の醸成を図ってまいります。

次に、広域観光の推進について申し上げます。

上川北部 9市町村で構成する道北観光連盟の総会が 5月 28日に書
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面開催されました。本年度は、上川総合振興局と連携し、「道北地域

ブランディング」の一環として、昨年度に策定した観光誘致のキャ

ッチコピーを活用し、パンフレットの刷新や観光プロモーションを

進めてまいります。

また、天塩川シーニックバイウェイを中心に、「（仮称）きた北海

道サイクルツーリズム連絡会議」を設置し、旭川～稚内までのサイ

クリングルートの確立を目指し、道北の魅力創出及び情報発信に取

り組んでまいります。

次に、イベント関係について申し上げます。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、例年 5月に開催され

る「なよろアスパラまつり」は中止し、代わりに「なよろアスパラ

まつり特別企画」を実施しました。アンケート応募者の中から抽選

でアスパラガスが当たり、希望する贈答先に送付できるものです。

市民の皆様に自宅にいながら、本市の旬の味覚を楽しんでいただ

き、本市の特産品であるアスパラガスのＰＲにつながる取組となり

ました。

“生きる力と豊かな文化を育むまちづくり“

小中学校教育の充実
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次に、小中学校教育の充実について申し上げます。

4月 7日に市内全小中学校の入学式を挙行し、小学校では 188 人、

中学校では 207 人の児童生徒が入学し、本年度の教育活動が始まり

ました。入学式については、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、在校生の参加を取り止め、新入生と保護者及び教職員のみの

参加とし、式辞などは紙面掲載に代えるなど、規模を縮小して実施

しました。

確かな学力を育てる教育の推進については、1回目の名寄市教育改

善プロジェクト委員会を書面会議にて開催し、各委員へ委嘱状を交

付するとともに、教職員の人材育成と学習指導に関する諸課題への

対応などを柱とした本年度の研究内容を決定しました。

具体的には、教育経営の充実に関する研究グループでは、道教委

の「学校力向上に関する総合実践事業」における地域指定の取組の

推進、本市共通の学校経営計画及び学年・学級経営計画の効果的な

活用などの検証・改善、コミュニティ・スクールや小中一貫教育の

さらなる充実を目指した取組を推進していきます。

教育研究の充実に関する研究グループでは、ミドルリーダーなど

の育成や名寄市教育研究所の教育研究部と連携した小学校外国語科

指導の充実を図る研修などを行います。

教育指導の充実に関する研究グループでは、小学校高学年におけ
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る教科担任制のあり方に関する研修や故木原秀雄氏の生き方を題材

とした道徳科の読み物資料を活用した授業研究、特別な支援を必要

とする児童生徒の指導の充実に向けた研修などを行います。

豊かな心を育てる教育の推進については、中学校に配置している

心の教室相談員が小学校とも連携しながら、児童生徒の心のケアに

努めています。

健やかな体を育てる教育の推進については、望ましい生活習慣が

身に付くよう、「早寝、早起き、朝ごはん」運動などの充実を図ると

ともに、名寄市教育改善プロジェクト委員会と名寄市教育研究所の

教育研究部との連携により、体力向上を図る研修に取り組みます。

特別支援教育の推進については、4月 1日に名寄市特別支援教育専

門家チーム委員の委嘱状を交付しました。委員には、名寄市立大学

の 6人の先生や、社会福祉課の職員、教育相談センターの教育推進

アドバイザー、小学校と高等養護学校の教員を委嘱し、障がいの有

無に関わらず、学校生活や家庭生活において「困り感」をもってい

るすべての児童生徒などを対象にした巡回相談体制の充実に努めて

います。

特別支援連携協議会に設置されている専門委員会では、新たに名

寄市小中学校長会から 3人の学校長が加わり、児童生徒一人ひとり

に応じた支援体制の整備に努めています。
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社会の変化に対応する力を育てる教育の推進については、道教委

の「学校力向上に関する総合実践事業」における加配を利用して、

所属校を含めた小学校 3校の外国語科の教科担任として外国語指導

の充実を図ります。

信頼される学校づくりの推進については、市内すべてのコミュニ

ティ・スクールにおいて、学校運営に必要な支援のあり方について

協議を深めるとともに、社会教育と連携し、地域学校協働本部の体

制づくりに努めています。

食育の推進については、栄養教諭を在籍校から各連携校へ派遣し、

学校給食を生きた教材として活用した栄養・給食指導、マナーなど、

学校における食の指導に積極的に取り組んでいます。

学校給食費については、物価上昇に伴う食材費の高騰により、本

年度から一食あたり小学生 9円、中学生 11 円の値上げを実施してい

ます。栄養量を保ちながら子どもたちが喜ぶ給食献立の提供に努め

てまいります。

大学教育の充実

次に、名寄市立大学について申し上げます。

3月 19 日に予定していました令和元年度卒業式については、新型

コロナウイルス感染症拡大防止のため挙行を取り止めましたが、保
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健福祉学部栄養学科 39 人、看護学科 52 人、社会福祉学科 49人、社

会保育学科 51人、計 191 人が卒業しました。

卒業生の 4月 1 日現在の就職率は、すべての学科で 100 パーセン

トとなりました。

国家試験の結果については、管理栄養士では 37人が合格し、合格

率 94.9 パーセントで新卒の全国平均 92.4 パーセントを上回りまし

た。看護師は受験者 51 人全員が合格、保健師も受験者 15 人全員が

合格し、それぞれ新卒の全国平均 94.7 パーセント、96.3 パーセント

を上回りました。社会福祉士では 33 人が合格し、合格率は 73.3 パ

ーセントで新卒の全国平均 56.0 パーセントを上回りました。

また、精神保健福祉士は 16 人が合格し、合格率は 84.2 パーセン

トで新卒の全国平均 74.0 パーセントを上回りました。

令和 2年度入学式については、4月 3日に行われ、栄養学科 43人、

看護学科 50 人、社会福祉学科 56人、社会保育学科 51人の保健福祉

学部全体では 200 人の新入学生を迎えました。

しかしながら、全国的な新型コロナウイルス感染症の影響により

授業開始を 2週間延期とし、その後、緊急事態宣言が全国に発令さ

れたことに伴い、テキスト授業、オンデマンド授業、双方向オンラ

イン授業などの遠隔授業を基本として実施しています。

また、新型コロナウイルス感染症に係る在学生への支援施策であ
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る「名寄市立大学学生支援給付金」は、5月 11 日から申請受付を開

始しています。

今後も新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を実施しながら、

複雑化・多様化する保健・医療・福祉の現場に対応できる豊かな人

間性と専門性を備えた職業人を育て、社会に送り出せるよう取り組

んでまいります。

生涯学習社会の形成

次に、生涯学習社会の形成について申し上げます。

本年度の名寄ピヤシリ大学は 6人の大学院生を、風連瑞生大学は

大学院生 3人を、智恵文高齢者学級「友朋学級」では 11 人の受講者

を迎えましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため入学

式・開講式は中止となりました。大学院への進学生をはじめ学生の

皆様は、今後の学習活動に意欲を燃やしているところです。

本年度も地域や学校と連携し、学習や交流活動を行ってまいりま

す。

次に、市立図書館について申し上げます。

4月 23 日から 5月 12 日までの「子ども読書週間」にちなみ、「読

むおくすり」の展示貸出を実施しました。新型コロナウイルス感染
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症拡大防止のため、自宅で過ごす時間が長くなっている小学生に対

して図書館司書が本をお勧めするなど、本に親しむきっかけづくり

を行いました。

また、新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る臨時休館日にお

いては、電話、ＦＡＸなどによる予約貸出に取り組み、可能な限り

市民の読書環境が維持できるようサポートしてきました。

次に、なよろ市立天文台について申し上げます。

開台 10 周年を節目に、昨年 11 月から募集していました天文台ロ

ゴマークは、全国から 372 点の応募があり、この中から長崎県の

冨永明日香さんの作品を最優秀賞として選出しました。今後、幅広
とみなが あ す か

い利用に努めてまいります。

また、休館中ではありましたが、天文台の設備を活かして、名寄

の星空を職員の解説付きでインターネット配信しました。全国的に

も自宅待機が求められ閉塞感がある中、好評を得ることができまし

た。

日本とヨーロッパの宇宙機関が打ち上げた水星探査機を、4月 10

日に世界中で観測するキャンペーンが行われ、なよろ市立天文台で

も観測に成功し大きな成果を上げることができました。
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家庭教育の推進

次に、家庭教育の推進について申し上げます。

家庭教育学級については、本年度も 2つの幼稚園にご協力をいた

だき開設されました。

今後も両学級の活動を支援するとともに、家庭教育支援講座を開

催するなど、保護者が自主的・自発的に学習する機会の充実に取り

組んでまいります。

生涯スポーツの振興

次に、生涯スポーツの振興について申し上げます。

スポーツ施設の整備については、ピヤシリシャンツェノーマルヒ

ルのアプローチラインの整備に使用するインライン整備機について、

機械の移動に必要な金属製レールに腐食箇所があり、機械が移動不

能な状態だったことから溶接などによる修繕を行ったところです。

スポーツ振興事業では、Ｎスポーツコミッション主催で「メンタ

ルビジョントレーニング体験講座」を実施し、ジュニア選手及び指

導者など 55 人の参加があり、スポーツに関する知識を学ぶ機会を広

く提供するとともに競技力の向上を図ったところです。

スポーツ大会の開催については、例年にない雪不足の影響で、札

幌市で開催される予定だった「北海道中学校スキー大会クロスカン
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トリー競技」が本市で開催され、交流人口の拡大のみならず、本市

の冬季スポーツの環境が高く評価されました。

スポーツ合宿誘致推進では、昨年に引き続き、台湾カーリング協

会が長期合宿に訪れました。今回は宿泊や移動のサポートだけでは

なく、名寄カーリング協会と連携して、トレーニングメニューとコ

ーチングをセットで提供するなど、施設と人材を活かした新しい合

宿受入の形にチャレンジしました。

また、阿部雅司特別参与の監修で、もち米を活用したアスリート
ごめ

用食品の開発にも取り組み、スポーツと農業を掛け合わせた新しい

地域振興にもチャレンジしました。

今後もスポーツと他分野の融合による、地域振興及び地域経済の

発展に努めてまいります。

新型コロナウイルス感染症拡大による影響では、「ファミリーフィ

ットネス」「市民スキーの日」や「ＪＯＣジュニアオリンピックカッ

プ全日本ジュニアスキー選手権大会」や「全日本スキー選手権大会

ノルディックコンバインド競技」が相次いで中止となりました。

このほか、各競技団体に調査したところ、3月 1日から 5月 6日ま

でに、23 のスポーツイベントが中止となっており、5月 3 日に開催

予定であった「なよろ憲法記念ハーフマラソン」も延期となりまし

た。
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また、スポーツ施設の臨時休館により、学校開放事業やスポーツ

少年団、部活動にも大きな影響が出ており、改めてスポーツが心身

両面にわたり活力ある健全な市民生活の形成に寄与していることを

実感しているところです。

青少年の健全育成

次に、放課後児童クラブについて申し上げます。

新型コロナウイルス感染症拡大防止による小学校の臨時休校に伴

い、公設児童クラブ、民間学童保育施設では、早朝より保育が必要

な家庭の児童の受入を行いました。

引き続き、保護者の仕事と子育ての両立を支援し、児童の安全安

心な居場所づくりの充実に努めてまいります。

地域文化の継承と創造

次に、地域文化の継承と創造について申し上げます。

市民文化センターＥＮ－ＲＡＹホールは、年度末に約 1カ月間の

閉館となりましたが、主催事業を含め 55事業で、20,318 人の利用が

ありました。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、4月以降「新・ＢＳ日

本のうた」や「第 8回ナヨロ寄席」などの事業が中止となりました
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が、引き続き、「文化芸術の拠点」「市民のコミュニティ醸成の場」

として、質の高い芸術文化鑑賞の場を提供するとともに、市民に親

しまれるホールづくりを進めてまいります。

次に、北国博物館について申し上げます。

令和元年度の年間利用者については、新型コロナウイルス感染症

拡大防止に係る臨時休館の影響もあり、前年比 849 人減の 10,403 人

となりました。4月以降も引き続き臨時休館となり、館内で予定して

いた企画展、作品展、そして毎年好評を得ているゴールデンウィー

ク特別企画が中止となりました。しかしながら子どもの健やかな成

長を祈るため4月上旬から敷地内にこいのぼりを掲揚するとともに、

4月 22 日にはＳＬ排雪列車キマロキの冬囲い撤去作業を実施したと

ころです。

以上、主な行政事項について、その概要を申し上げ報告といたし

ます。


